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P.思 考支援 ツール としてのア ウ トラインプロセ ッサの機能比較




シ ソー ラスの グラフ ィカル表示 について の研究 は、1960年代 のL.B.Doyleの"semanticroad
Nmapの研 究[1]に潮 る ことがで きるが、2001年に至 って も現在汎 用性の高 いシ ソー ラスブ ラ ウ
ザー の普及 には至 ってい ない。 本研究 室で は、 この よ うな状況 を改善す るために シ ソー ラス
お よび階層構造 を もつ用語デ ー タに対す る多 面的な アクセ スを可能 とし、特 定の シ ソー ラス
に限定 され ない汎用性の高 いBrowserとそ の応 用 ソフ トウエアの開発 を行 って きた【2][3][4]。
開発最初 期のブ ラ ウザー はC言 語で開発 し、GUIについて はUMXで 標 準的 に使用 され てい る
Xtoolkitを用いて試作 を行 った[2]。1997年度以降 、JAVAを使用 し、Gmに つ いてはJAVAの
APIであ る、AWT、SWINGと最 新の機能 を利 用 してきた。
図1.1に現行 のシ ソー ラスブ ラ ウザー の利用例 を示す。
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図1.1シ ソ.._.ラスブ ラ ウザ ーの使 用例(複数 シ ソー ラスの同時表 示)
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現行 の シ ソー ラスブ ラウザー の機能 を以下 に示す。
(1)見出 し語 の迅速 かつ簡 便な検索 ・表示。
(2)特定 され た見 出 し語の上位 語 一下位 語の グ ラフ ィカル 表示。
(3)特定 され た見出 し語の関連語 の表示。
(4)複数用語 に対す る上位 語 一下位語 、/関 連語 の表示(複数 のwindowの同時表示)
(5)用語 アクセ ス履歴 表示
(6)複数 シ ソー ラスの同時使 用
(7)マウス操作主体
(8)上位 語 一下位語 の縦型 表示
(9)上位 語 一下位語 の拡大 ・縮小表示
一 方、近年 、辞 書 ・事典デー タのGUI[5】[6]、ハイパ ーテキス ト化[7][8]の研究 が行 われ て
いる。 ま た、人工知能分 野では、 これ らの研 究 に並行 して、思 考支援 システ ム、 ドメイ ンオ
ン トロジー支援 ツール の研 究が行われ てい る。 いずれ もその中心課題 は用語一概 念の表現 、
操作 であ り、本 ブ ラ ウザ ー とはその利用 目的 、機 能、対象 にお いて非常 に類似 した ソフ トウ
エ ア とみ なす こ とが できる。 さ らに 、アイデ アや 思考 の断片 を構 造的 に表 示 ・記録 す るため
のツール としてア ウ トライ ンプ ロセ ッサ ー とよばれ る ソフ トウエア が1990年代末 か ら、free
ware、sharewareとしてPC利 用者 に リリー ス されて いる。
本報 告 は、当研 究室 で開発 して きた シ ソー ラスブ ラ ウザー を思考支援 ツール として拡張 と
す るため に、現 在利 用 され てい るア ウ トライ ンプ ロセ ッサー の機 能 を比較 し、そ の問題点 を
明 らかにす る。 さ らに、 これ らの結果 を踏 まえ、思考支援 ツール と して の機 能 、お よびそ の
設計思想 を示す。
2.アウ トラ イ ン プ ロセ ッサ ー
2.1アウ トラ イ ン プ ロセ ッサ ー
上述 した よ うにア ウ トライ ンプ ロセ ッサ._..は、一般 にアイデ アや思考 の断片 を構 造的 に表
示 ・記録 す るための ソフ トウエアで ある。思 考の断片 は、ノー ド(節)として記述 され 、ア ウ ト
ラインプ ロセ ッサーで は、 ノー ド間の 関係 を表示 す るこ とがで きる。 しか しなが ら、その表
示形態 お よび表現力 は、個 々の ア ウ トライ ンプ ロセ ッサーに よ り異 なってい る。
2.2アウ トラインプロセ ッサーの機能比較
本節では、下記の4種 類のアウトラインプロセッサーの採 り挙げ、それぞれの機能 ・特徴
を分析する。
(1)eMemoPad[9]、(2)AUTLA[10]、 (3)IdeaFragment[11]、(4)iEdit[12】
この4種 類 はいずれ も国内で 開発 され 、現在freewareとして リリー ス され てい る。また、
この順 序 は ほぼ リ リー ス年 の順 序 に なって い る。 これ 以外 に も、FreeMind[13]とよばれ る
JAVAを用 い米国で作成 されたア ウ トライ ンプ ロセ ッサ,__..があ る 、開発 段階 であ り、マニ
ュアル も整備 され ていな いため、本稿 では採 り挙 げていない。
以 下に挙 げる上記 の4種 類の ア ウ トライ ンプ ロセ ッサ......の表 示例 は、論 文の章 ・節構成 を
同一 の例 として入 力 した ものである。。
(1)eMemoPad
1998年か ら公 開 されてい る。eMemoPadは本稿 で採 り挙げた ア ウ トライ ンプ ロセ ッサ ーの
中で、次 に示 すAUTRAと同様 最 も基本的 な機 能だ けを持 つ。 図2.1にeMemoPadの使用例 を





・エデ ィタ機能 を重視 して作 られ ているためか、 ノー ド内 の情報(文書)が書 きやす い。
・外部 のエデ ィタ(秀丸 な ど)を利 用 して文書作成 が可能で あ る.
・ノー ド間の構造 を木構造 としてマイ ク ロソフ ト・エ クスプ ロー ラの よ うに表示す る。
・ノー ド間の構造 を 自在 に編集す ることが可能。
・ノー ド間 をジャ ンプす る、 ブ ックマー ク機 能を有す る。
・画面 イ メー ジの表示 はで きない。
・ノー ド間 に リンクを張 るこ とがで きない
(2)AUTLA
1998年か ら公 開 されて いる。 図2.2にAUTRAの使 用例 を示す。EMemoPadと同様 に、 「文
章作成 」 に 目的を絞 って開発 され、マイ クロ ソフ ト ・エクスプ ロー ラに類似 した木構造表 示
お よび、そ の ノー ドの内容記 述のた めの、編集用 の2っのwindowからな る。 図22か らも
eMemoPadと極 めて類似 してい るこ とがわか る。
【特徴 】
・様 々な プラ グイ ンでの拡張 が可能で ある。その具体例 と して、htmlファイル 形式またはtex
形式 の 出力 が可能 であ る。
・WZエ デ ィタや ほかのア ウ トライ ン ・プ ロセ ッサ で利 用可能 な階層付テ キス ト形式 のフ ァ
イル をイ ンポー ト ・エ クスポー トで きる。 イ ンポー トについて は新規文書 と して読み込む ほ
か に、ノー ドと して木 の任 意の個所 に挿入す る ことがで きる。これ を応 用す る ことに よって、
AUTLAで作成 した 、2つ 木 を統合す るこ ともでき る。
・木構 造表示windowをの内容 をノー ド階層 ご とにイ ンデ ン トされ た レイ ア ウ トで印刷 す るこ
とがで きる。
・ツ リー構造 をエ クスプ ロー ラ風 に表示 す るが、その画面 イメー ジの表 示はで きない。




ideaFrgmentは、KJ法 をデ ィスプ レイ上 で実現す る ことを意図 して開発 され てお り、 開
発 者 は これ を思 考 支 援 ソ フ トウ エ ア と して1999年 か ら公 開 して い る。 図2.3に
IdeaFragmentの使用 例 を示す。 上記の2つ の ア ウ トライ ンプ ロセ ッサ と異 な るのは、 ノ ・ー
ド間 の関係 を表 示す るwindowが主に なってい る点 である。 複数の ウイ ン ドウの表 示 ・合成
が可能 であ る点であ る。
【特徴 】
・ノー ドか ら他 の ノー ドに リンク を張 る ことがで きる。
・ノー ドの表現形 態 は非常 に豊 富で あ り、テ キス ト、HTML,文書 、画像等の ファイル や、URL
を もノー ドす るこ とが できる。
・さらに、Window8の関連 付 けに したが って ノー ドのオブ ジェク ト形式 に対応す るソフ トウ
エ アを起動 す るこ とが可能 であ る。
・上 の長所 を利用すれ ば、 あるツ リー の ノー ドか らまた別 の ツ リー があ る場合 、 この ノー ド
を選択すれ ばその ツ リー が別画 面に現れ る。
・全体 図を見渡せ るウイ ン ドウがあ る。
・複数 のノー ドか らな る ウイン ドウを複数表示 す ることが できる。
・1つの ウイ ン ドウ上で作成可能 な ノー ドは最 大1000個であ る。
・デー タの格 納形式 は、CSVフ ァイル形式 である。
































MicrosoftVisualC++6.oJで開発 され、2000年か ら公 開 され てい る。 図2.4にiEditの使 用





4つのア ウ トライ ンプ ロセ ッサ中、最 もgraphicalな表 現力 を有 して い る。
【特徴 】
・作成 した ノ.._.ド間を 自由に リンクで結合 す ることがで きる。また 、ノー ドの リンク先 はURL,
や ファイル等 で もよ く、例 えばノー ドを指定す る と対応す るフ ァイル が開かれ る。
・個 々の ノー ドは一 種類の 図形 ではな く、多種の図形で表現す るこ とが で きる。
・作成 したデー タのイ ンポー ト(text,XMLformat)、エ クスポー ト(text,XML,HTMDが可
能であ る。
・ノー ド関係 もフ ァイルに格納可能で あるが、ノー ド関係 は、図形デー タ と して独 自のformat
で格納 され る。
・一度 作成 したデー タをエ クスポー トし、それ をインポー トした とき、デー タが完 全に元の
状態 に復 元 され ない
3.知識構造表現か らのアウ トラインプロセッサーの機能
初期 に開発 され た、最初 の2つ は、既述 した よ うに通 常のエデ ィタにの編集 機 能に、マイ
ク ロソフ ト ・エ クスプ ロー ラのデ ィ レク トリ表示windowを付加 した もの認識 して よいで あ
ろ う。後 の2つ 、ideaFrgmentとiEditはノー ド関係のgraphical表示 に重点 が置 かれ てい
る点で は共通 して いる。IdeaFrgmentはノー ド関係 を表 す複 数のwindowを表示す る ことが
可能で 、iEditはノー ド関係 を木構造的 に二次元graphical表示 が可能で あ り、この点にお い
て我 々の シソー ラスブラ ウザー と類 似 した機能 を有 してい る。
しか しなが ら、知識構造表 現の観 点か ら4つ の ア ウ トライ ンプ ロセ ッサー に共通す る問題
として下記 の2つ が挙 げ られ る。
(1)ノー ド 「関係」 にお ける関係 概念 に対す る認識 の欠如 、
(2)モデル と ビュー の不分離
両者 はいず れ も知識 表現 、思考機 能支援 ツール の観 点 か ら、極 めて重要 な問題 と考 え られ
る。
(1)「関係 」概念 に対 す る認識 の欠如
一般 に、専 門用語、オ ン トロジーの分野で は概念 関係 は以下の よ うに大別 され る。
(a)階層関係 一 包含関係 関係 価 ・arelation)
部分 一全体 関係(a・part-ofrelation)
(b)非階層 関係 一 同義関係
関連関係 一 概念 関係 子 を介 した 関係
4つ のア ウ トライ ンプ ロセ ッサー の うち、IdeaFrgmentを除き、階層構造 は意識 されて い
るが、実際 の使 用にお いて、厳密 な意 味での階層構造 を反映 してい るわ けでは ない。 ノー ド
間を リンクで結 合す る際に、関係 を明示 す るこ とは考慮 されて いない。 複数 の種類 の関係 を
区別 して表示す る ことは不可能 であ る。
(2)モデル とビュー の不分 離 一依 存性
ここで は、ノー ド関係 の二次元graphical表示か可能 なiEditだけ に限 定す る。既 述 した よ
うに、iEditは独 自なformatでは あるカ▽ 一 ド関係 もファイル に格納 し、後 に これ を読み込
..
み再び ノー ド関係 を表示す るこ とが できる。 しか しな が ら、以 下の2点 にお いてデ ー タが分
離 され て いない。
(a)デー タの論理構造/デ ー タの表現 ‐graphical表示
(b)ノー ド間の 関係/ノ ー ド内容
(a)ノー ド間 の関係 が階層構造 で ある場合 、図形処理 ソフ トウエアの よ うにイ メー ジと して格
納す る必 要は ない。 ノー ド間の関係 を例 えば、上位/下 位 を明示 的に表 す こ とが可能であれ
ば、読み込 み時 に この情報 を用 いて動 的にgmphical表示 がで きる。 本 ブ ラウザーは開発 当
初か らこの方法 で表現 してい る。(b)Ieditでは、 ノー ド間 の関係 とノー ド内容 が1つ の ファ
イル に併 合 され て格納 され る。 両者 は意味的 に全 く異な った情 報で あるため、 これ らを統合
して格納 す る必 要は全 くない。(a),(b)両者 の問題 は、言 い換 えれ ば、モデル とビューが分離
せず 、依 存 してい る ことに起因 してい る。 ソフ トウエア としての汎用性 、お よび 作成 された
ノ.......ド関係お よび ノー ド内容 について、他 の ソフ トウエ ア との相互利用性 を考慮す ると、モ
デル とビュー は可能 な限 り分離 一独 立 させ るこ とが望 ま しい と考 え られ る。さ らに、モデル、
す なわ ちデ ー タの論理構 造 は、テキス トファイル と して扱 え るこ とが望 ま しい であ ろ う。 こ
れ を実現す るために は、論理構 造 をXMLの タ グと して明示す る方 法が考 え られ る。
4.おわ りに
本ブ ラ ウザー は、元来 、シ ソー ラス、す なわち用語 一概念 関係 の二次元graphical表示 を
意図 して開発 されて きた。 しか しなが ら、第1章 で述 べた よ うに、ア ウ トライ ンプロセ ッサ
ー、思考 支援 システム、 ドメイ ンオ ン トロジー支援 ツール とは、機能 、 目的 にお いて非常 に
類 似 してい る。本 ブ ラウザー に、3章 で指摘 したモデル ・ビュー の完全 な分離 、 さらに ノー
ドをオ ブ ジェク トとして抽象化 し、 ノー ド関係 お よび ノー ド ・オ ブジ ェク トに対 す る編集機
能 を追加 す る ことに よ り、ア ウ トライ ンプ ロセ ッサー の機 能 はそ の一部 と化 し、 ドメイ ンオ
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